
〇文章を読み取る際に「事実」と「感想・意見」とを区別して捉えながら、内容や文章構成を理解する学
習を充実させます。

〇資料をもとに自分の考えをわかりやすく伝え合う交流活動を積極的に行います。

令和6年度 全国学力・学習状況調査の結果から
敦賀市立中央小学校

6年生を対象に実施された「全国学力・学習状況調査」の結果から見えてきた本校児童の特徴と今後の取
組についてお知らせします。

「教科に関する調査」の結果から

国語・算数どちらの教科でもほぼ全ての設問で正答率が県・全国の平均を上回り、大変良好な結果でした。

特に良好だった設問

国語…【物語】の一文の主語として適切なものを選択する。
【物語】を読んで、心に残ったところとその理由をまとめて書く。
【読書の記録】の空欄に入る内容として適切なものを選択する（読書が自分の考えを広げることに役立つことに気づく）。

算数…数量の関係を□を用いた式に表す。
直方体の見取り図を描く。
整数÷小数の計算が正しくできる。
円グラフを読み取る。

課題の見られた設問（国語）

【高山さんの文章】の中の の部分に当てはまる文章
を以下の条件に合わせて書く。

条件①「たてわり遊び」のよさについて考えたことを書くこと。

条件②【高山さんの取材メモ】の下級生に聞いたことから言葉

や文を取り上げて書くこと。

条件③６０字以上、１００字以内にまとめて書くこと。

〇普段の読書活動が物語の読解力にもつながっ
ていると考えられます。

〇算数の基礎的な知識や理解がしっかり定着し
ている児童が多いです。

出題の意図
目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分

の考え方が伝わるように書き表し方を工夫できるかどうかをみる。

本校児童に多く見られた誤答

条件②③は満たしているが、条件①を満たしていない。

支援策



〇答えを説明する問題に取り組む際に、説明に必要な条件を確認し、意識できるよう支援します。
〇問題の解法を説明し合う活動を積極的に行い、質疑応答などの活動を通して、表現することの質を
高めていきます。

課題の見られた設問（算数）

家から学校までの道のりが等しく、かかった時
間が異なる二人の速さについて、どちらが速
いかを判断し、そのわけを書く。

折れ線グラフから、開花日の月について、３月の回数と４月の回数の違いが最も大きい年代を読み取り、
その年代について３月の回数と４月の回数の違いを書く。

本校児童に多く見られた誤答

二人の道のりが等しいことは書いているが、
かかった時間の違いには触れていない。
（「どちらが速いか」は正解している。）

本校児童に多く見られた誤答

２０００年代であることは書けているが、回数の違いを書いていない。

出題の意図
道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に

判断し、その理由を言葉や数を用いて記述できる

かどうかをみる。

出題の意図
折れ線グラフから必要な数値を読み取り、条件に当てはまることを言葉と数を用いて記述できるかどうかをみる。

支援策

国語・算数とも出題部分は「令和6年度全国学力・学習状況調査の調査問題」（国立教育政策研究所）
（https://www.neir.go.jp/24chousa/24chousa.htm）を加工して作成



多くの児童がタブレットやPCなどのＩＣＴ機器を活用した学習に意欲的で、操作のスキルも十分身につけています。

自分の意見をまとめたり、友達と意見の交流をしたりするなど、その効果も感じているようです。一方、家庭では学習

に活用する頻度は少なく、ゲームや動画視聴などの時間が増えています。学習用の端末を持ち帰り、家庭でも効果

的に学習できるよう支援をしていきたいと思います。ご家庭でもご協力をお願いいたします。

上記の設問のほか「学校が楽しい」「先生は良いところを認めてくれる」「学校に相談できる大人がいる」などにつ

いても「当てはまる」と回答する児童の割合が非常に高く、学校が安心して過ごせる場所になっている様子が見ら

れます。また、地域や将来に希望を持ち、前向きな気持ちで生活している児童も多いようです。今後もすべての児童

の心と体の安全・安心を保障して、将来に夢を描けるような学校を目指して支援や指導に取り組んでいきます。

「質問紙」の結果から 本校児童の様子が特徴的に示された設問を紹介します。

タブレット・PCなどＩＣＴを活用した学習についての質問
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0.0 ２０．０ ４０．０ ６０．０ ８０．０ 100.0
（％）

当てはまる どちらかというと当てはまる

楽しみながら学習を進めることができる

友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる

友達と協力しながら学習を進めることができる

自分の考えや意見をわかりやすく伝えることができる

画像や動画、音声等を活用することで学習内容がよく分かる

家庭学習についての質問
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0.0 5．０ 10．０ 15．０ 20．０
（％）

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
（％）

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0
（％）

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0
（％）

授業以外でPCやタブレットを学習に1時間以上使っている

1日1時間以上家庭学習をしている

1日1時間以上ゲームをしている

1日1時間以上動画を見ている
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0.0 ２０．０ ４０．０ ６０．０ ８０．０ 100.0
（％）

当てはまる どちらかというと当てはまる
0.0 ２０．０ ４０．０ ６０．０ ８０．０ 100.0

（％）
当てはまる どちらかというと当てはまる

普段の生活中で、幸せな気持ちに
なることはどれくらいありますか

0.0 ２０．０ ４０．０ ６０．０ ８０．０ 100.0
（％）よくある ときどきある

将来の夢や目標を持っていますか
地域や社会をよくするために
何かしてみたいと思いますか

友達関係に満足していますか

0.0 ２０．０ ４０．０ ６０．０ ８０．０ 100.0
（％）当てはまる どちらかというと当てはまる


